
令和５年７月２７日 

都市整備部 建設課 

 

交通渋滞実態調査について 

 

１ 目的 

  昨今の人口増加及び企業立地に伴い、町内全域で朝夕の通勤時間帯をはじめとして、交通

渋滞が発生していることを踏まえ、交通渋滞状況の調査を実施し、渋滞状況を把握し今後の

渋滞対策の基礎資料とすることを目的とする。 

 

 

２ 日時及び箇所数 

 東部地区：令和５年７月２４日（朝）１０箇所《晴れ》 （夕）１１箇所《少雨》 

 調査時間：（朝）７：００～９：３０  （夕）１７：３０～２０：００ 

 

 

３ 調査方法 

（１）右折状況計測（朝のみ１５分間隔 信号時間計測１１回測定） 

（２）滞留長測定（１５分間隔 １１回測定） 

（３）渋滞状況撮影 

 

 

４ 結果 

※滞留長は前回との比較のため７回(7:00～8:30)の平均の延長。 

（１）通勤時間帯（7:00～9:00） 

第２回調査の滞留長と比較して、調査対象箇所１０箇所のうち９か所で減少しており、約

－７８％～＋５８％の増加率となっていた。 

特に南方大人足線と県道大津植木線交差点が－７８％（466m→101m）、国道５７号が－５

０％（700m→349m）、県道熊本菊陽線が－７４％（749m→196m）、菊陽空港線と国道５７号の

交差点の右折レーンが－３６％（220m→141m）と大きく減少していた。 

県道大津植木線については、セミコンテクノパーク及び原水工業団地への出勤のため各

路線から車両が集中する路線であるが、南方大人足線との交差点において、左折専用レーン

に渋滞はなく、大津方面への直進レーンのみ＋５９％（211m→336m）と増加していた。 

 

（２）退勤時間帯（17:30～20:00） 

  滞留長は、調査対象箇所１１箇所のうち９箇所で減少しており、－７４％～＋４１％とな

っていた。 

路線別では、県道大津植木線の古閑原上堀川線との交差点では－７４％（459m→121m）、県

道新山原水線の県道辛川鹿本線との交差点では－６２％（156m→59m）、南方大人足線の国道

５７号との交差点は－２８％（1200m→864m）とセミコンテクノパークの退勤路線において

大きく減少していた。 

 

 



（３）右折矢印信号 

南方大人足線と県道大津植木線の交差点は、直進方向の時間が前回の約５０秒から約５３

秒と長くなっており、右折矢印信号も前回約１５秒から約１８秒に長くなっていた。 

菊陽空港線と国道５７号の交差点は、直進方向が前回の約３０秒から約２８秒に短くなっ

ていた。右折矢印信号は前回の約２０秒と変わりない。 

町道古閑原上堀川線と県道大津植木線の交差点は、直進方向の時間が前回の約３７秒から

約３５秒と短くなっており、右折矢印信号も前回の約１９秒から約１５秒と短くなっていた。 

 

 

５ 考察 

  今回は、東部地区のみの調査であったが、第２回の調査と比較すると、滞留長は全体的に

減少傾向となっており、特に南方大人足線と県道大津植木線との交差点を含むセミコンテク

ノパーク原水工業団地周辺道路の減少が顕著であった。 

減少の要因としては、まずは、セミコンテクノパーク立地企業の取組として、ソニーにお

いて、完全フレックスタイムを導入されており、分散通勤しており、７時００分から９時３

０分までの間に通勤する従業員は、約３，０００人（約７割）に留まっている。 

また、東京エレクトロン九州においても、７月３日から時差出勤を開始しており、これま

で、８時３０分～９時００分に出勤していた約１，８００人が、９時１５分～９時３０分に

出勤するようになり、通勤時間の分散に繋がっている。合わせて、約７００人は在宅勤務さ

れている。 

さらに、南方大人足線と県道大津植木線の交差点の信号時間が変更されたことにより、南

方大人足線の交通容量が増える結果となったことが、滞留長の減少に繋がったと推測される。 

次に、セミコン通勤バスにおいても、令和４年度（２０２２年度）から随時増便して、令

和５年５月１５日の原水駅北口広場の供用開始後も、利用者数が増加傾向にあり、１日２４

便の運航は、ほぼ満員に近い状態であり、渋滞緩和に大きく寄与しており、本年８月２日以

降は既存ルートに加えて、ＪＡＳＭ経由ルートも新設されることから、１日３５便の運航体

制となるため、更なる渋滞緩和に寄与すると考えられる。 

第２回調査時から、道路改良工事等のハード対策は完了していないものの、ソフト対策を

企業と行政が一体となり複合的に施すことで、渋滞に効果的であると判断でき、今後も取り

組みを強化していく事が重要と考える。 

交通渋滞実態調査は今後も継続していくこととしており、渋滞対策として現在進めている

南方大人足線交差点改良事業や菊陽空港線延伸道路事業等の効果や課題の評価を行い、将来

の渋滞対策に向けた取り組みに当調査データを活用していくこととする。 

また、結果については、県や近隣市町村に情報共有しながら、将来を見据えた効果的な道

路ネットワークの検討を一体となって行っていく必要があると考える。 


